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研究成果の概要： 
 アジア大陸東縁部は古生代末から中生代初頭にかけて成長してきた。その主な原因は微小大
陸の衝突による。この衝突帯の深部で起こる現象を解明するため，これまであまり検討されて
こなかった地域（ベトナム，中国，飛騨）を調査した。その結果，衝突帯の深部では，玄武岩
質マグマがマントルから上昇することで地殻下部を溶かし，花崗岩質マグマを形成することが
明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
 近年，中国をはじめとする東アジアの経済
成長は目覚ましく，それと呼応するように科
学技術や基礎研究についても著しく進展し
てきた。地質学の分野では，アジア大陸は微
小大陸の衝突によって成長してきたことが
わかり，その研究の方向は「大陸衝突時に地
殻深部では何が起き，それが地球環境にどの
ような影響を与えたのか」の解明に進もうと
していた。特に，インドシナ半島を中心とし
た地域は古生代末に多数の微小大陸が集中
し，なおかつその後の隆起・削剥によって地
殻深部の岩石が露出した場所として注目さ
れるようになった。そのような状況の中，こ

れまで主に政治的やアクセス事情の面から
調査が難しかった地域（ベトナム中部・中国
南西部）の調査が可能になってきた。研究代
表者および分担者は，これまで地道に上記の
地域を調査し，成果を積み上げてきた。そし
て課題の解明に向けてさらに検討するため，
本研究プロジェクトを始めた。 
 
２．研究の目的 
 大陸衝突帯の深部過程の詳細を解明する
ため，その解析に最も適した東アジアの大陸
衝突帯を対象に以下の目的を設定した。また，
比較のためゴンドワナ超大陸の中心にあっ
た南極地域や沈み込み帯を代表する西南日
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本についても対象地域とした。 
(1)大陸衝突帯に産する花崗岩とはんれい岩

の形成年代を明らかにすること。 

(2)はんれい岩マグマの化学的特徴と起源マ

ントル組成の解析。 

(3)高温変成作用の熱源の解明。 

(4)沈み込み帯マグマ過程との相違点の検討。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，野外調査を基本として，火成

岩類や変成岩類について岩石学的に検討す

る。調査および試料の採集地域は以下の通り

である。ベトナム・コンツム地塊，コンツム

地塊の北方延長に位置し，同じ変動を受けた

と考えられる中国・雲南省西部，日本におけ

る古生代末の変動帯としての飛騨帯，そして

沈み込み帯の代表として白亜紀火成岩類が

分布する西南日本内帯である。さらに他の衝

突帯の例として，南極大陸（東南極ドロンイ

ングモードランド）も検討する。これらの地

域の多くは，研究代表者と分担者によってす

でに調査され，解析用の試料も揃っているが，

補足的な現地調査を実施し，データを解析す

るための十分な試料をさらに採集する。具体

的な研究方法は以下の通り。 
(1)基礎データの蓄積（地質調査と試料採集，

岩石記載） 
(2)変成作用と火成作用の解析（詳細な岩石学，

地球化学および年代学的検討） 
(3)アジア大陸東縁部の変動帯におけるマグ

マ形成過程の解析（衝突帯と沈み込み帯に

おけるマグマ形成過程の比較） 
 
４．研究成果 
 アジア大陸東縁に分布する衝突帯の深部
過程を解明する本プロジェクトは，2006年度 
〜2008年度の3カ年間で実施された。以下に
プロジェクトの成果を示す。 
 
(1)ベトナムコンツム地塊を例に大陸衝突に

よる，極限変成作用の時期とマントル起源
の玄武岩質マグマの活動時期が一致する
ことを明らかにした。また，この玄武岩質
マグマはマントルプルームに由来するこ
とが化学組成の面から明らかとなった。 

(2)コンツム地塊と同様にゴンドワナ大陸形
成時の衝突帯と考えられる東南極ドロン
イングモードランドの火成作用の特徴か
ら，大陸衝突境界に相当する地殻−マント
ル境界を検討した。この結果は，大陸衝突
帯地域における衝突境界を見出す上で有
用な手法となりうる。 

(3)大陸衝突帯の火成活動の特徴を検討した
結果，マグマの起源物質は，沈み込むプレ

ートから持ち込まれた地殻物質によって
汚染されたマントルとプルーム型のマン
トル組成の特徴をあわせ持つことが明ら
かとなった。 

 
 以上から，大陸衝突帯の深部で起こる変成
作用や火成作用は，地殻とマントルの相互作
用によって引き起こされることが明らかに
なった。すなわち，マグマの起源マントルの
組成は地殻の影響を受け，そのマグマを熱源
として地殻物質は変成作用をこうむる。この
ようなプロセスが，衝突帯の深部では，普遍
的に起きていると推察される。 
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